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　気候変動をはじめとする地球環境問題や化石燃料の枯
渇といったエネルギー資源問題を背景とし，省エネル
ギーが必要とされています。特に今日の日本では東日本
大震災の影響による電力不足のため，電気の省エネル
ギー，いわゆる節電が求められています。本講座では，
どうして節電が求められているのかについて，電力の消
費と発電が一致しないと場合によっては大規模停電が
起こってしまうという電力システムの特徴から説明を行
いました。また，家庭のどこで電気が使われているのか
について，資源エネルギー庁や省エネルギーセンターの
資料を基に説明するとともに，いくつかの節電方法につ
いて実際に家庭で測定したデータを基に紹介を行いまし
た。
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エネルギー環境システム研究所紀要　第 10 巻
・省エネルギーセンター「平
　成２０年度待機時消費電力
　調査報告書」によると、家
　庭の一世帯あたりの全消費
　電力量は4,734kWh/年（395
　kWh/月）
　－このうち、6.0%（285kWh/
　　年）が待機電力として消
　　費されている
・エアコン、冷蔵庫、照明器
　具、テレビの４つで、家庭
　の電機の７割近くを消費し
　ている
電力量計（見るたび）
電気ご使用量のお知らせ（月ごと）
その他
省エネナビ（1時間ごと）
ワットチェッカー、
ワットモニターなど（瞬間的な値）
（１分半）
27ワット時
保温時（平均9.8ワット）⇒8時間保温で78.4ワット時
消費電力量［Wh］は消費電力［W］×時間［h］
⇒グラフでは面積に相当
省エネのためにON/OFFしても電気を大量に
使うわけではない（照明が劣化するので15分
程以上席を離れるときに消したほうがよい）
